
Cardiomyoplastyにおける人工二重心膜による骨格
筋癒着防止と硬化

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2022-04-15

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: Takemura, Hirofumi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24517/00065835URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


 Back to previous page

Cardiomyoplastyにおける⼈⼯⼆重⼼膜による⾻格筋癒着防⽌と硬化
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Research Abstract

【⽬的・⽅法】Cardiomyoplastyにおいて⼼臓に巻き付けた⾻格筋が胸⾻,⼼膜に強固に癒着し,⾻格筋が⾃由に動けず,⼼機能補助に制限があることが報告されている.こ
れまでの我々の研究においても慢性期に開胸してみると,⾻格筋が胸⾻に強固に癒着しており,⾮開胸時より癒着剥離の為⼼機能が著明に改善することが観察されていた.⾻
格筋の癒着を防⽌しなめらかな⾃由な⾻格筋運動をさせるために⼈⼯⼼膜を考案し,その有効性を検討した.⼈⼯⼼膜の素材としては今回はPTFEを⽤い⼆重構造のsacを作
成し⼼臓をくるめるように形成し,中空に⽔,オリーブ油を充填した. 
Cardiomyoplastyのモデル作製.成⽝雑種10頭を⽤い,全⾝⿇酔下に左広背筋を遠位付着部位で剥離遊離し,第3肋⾻切除部位から有茎に広背筋を胸腔内に誘導し,⼼臓に巻
き付けるように⼼外膜に固定した.その外側に作製した⼈⼯⼼膜を⼼臓ならびに⾻格筋を包むように固定した.⾻格筋に電気刺激⽤のペースメーカーリ-ドを縫着し,連続刺
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激ペースメーカーを接続した.⼿術終了後2週間後からペースメーカーで広背筋を刺激し,2カ⽉トレーニングし,⾮疲労性の筋へtransformationさせた.2カ⽉後⼈⼯⼼膜の
効果を評価した.【結果】⼈⼯⼼膜の中空状態の作成に難渋し,中に充填した⽣理⾷塩⽔,オリーブ油は2ヶ⽉後には消失していた.また内外のPTFE膜は癒着しており,初期の
⽬的のなめらかな⼈⼯⼼膜作成には⾄らなかった.⼼エコーを⽤いても⾻格筋の外⾯は周囲と癒着しており,⼈⼯⼼膜を巻かないコントロール群と⽐較しても差はなかった.
以上の結果から⼈⼯⼼膜の素材の選択,確実に中空を保てるsacの作成⽅法に問題があった.cardiomyoplastyは充分臨床応⽤可能で,今後は如何に効率よく⾻格筋駆動の効
果を引き出すかが課題で,今回の⼈⼯⼼膜もその⼀つの解決⽅法と思われる.
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